MITSUBISHI 

王菱扇風機（壁掛扇） 

お名 

K30-WQ (W) - (H) 

取扱説明書 


0110872 HG71 01 



ご使用の前じこの説明書をよくお読みじなり、正しく安全にお使いください。 

なお、お読みになった後は、お使いじなる方がいつでも見られるところに、同封の「兰菱電機修理窓口 
ごす目談窓口のご案内」とともに保管してください。 

旧裏表紙の保証書は必ず「お買上げ曰•販売店名」などの記入を確かめてください。 


賓をのために必ず巧ること 


を誤つた取极いをしたときじ生にる危険とその程度を次の表示で区がして説明しています。 




祟止 


めれ手尝止 


水めれ禁止 


分巧?禁止 


么警告 


誤った取圾いをしたときに、 
びつく可能性があるもの 


死 t や重傷などじ結 


電源コードを傷つけたり、破損したり、 
加工したり、無理に曲げたり、引っ張 
ったり、ねじったり、たばねたりしな 
い 

(電源コードが破損し、火おや感雪の原因じな 
りまず） 


羽相.ガードをつけずにモータを運乾 
しない 

(けがをする恐れがあります） 


泌れた手で電源プラグを巧き差ししな 
い 

(感電の恐れがあります） 


製品を水[こつけたり、水をかけたり I 

なし、 


(シ； 


-卜-感電の恐れがあります） 


改造や必要が上のか解はしない 


(乂お-感電-けがの原因じなります） 


〇 

指示におい 
必ず巧う 


電:脯プラグ 
をな< 


AC 100 V を使用する 

(直流や交流 200 V を使用すると义災や感電の 
原因じなります） 


電源プラグについたほこ y は清掃する 

(ほこりが付着すると漏電火災の原因になりま 
す） 


電源プラグはがたつきがないよう刃の 
根元まで確実に差し込む 

(差し込みがゆるいと感電や义がの原因じなり 
ます） 


包装用ポリ袋は幼児の手の届かないと 
ころに保管する 

【誤ってかぶったとき窒息し巧とする恐れがあ 
ります） ‘1 


製品の組立ては取巧説明ま通りに巧う 

(部品がはずれてけがをする恐れ力冰ります） 


異常時は運転を停止し、電源プラグを 
おいて、お買上げの販売店に相談する 

(異常のまま運転を続けると义お-感電-漏電 
の原因になります） 


お手入れの瞭は必ず電源プラグをコン 
セントから抜く 

(通電が態では感電やけがをずることがありま 
す） 


まをのために數ず巧ることつっき 



么ま意 

誤った取巧いをしたときじ傷害または家屋-家財な 


mam 


との損害に結ひつくもの 


1 


つぎのところでは使わない 
温室、ビニールハウスなど湿度の高いところ、 
雨や水しぶきのかかるところ、40でレ:1上の窩 
温になるところ、ガスレンジなどおの近く、 

綿ぼこりや砂ぼこりのをいところ、賴こ10で 
な下になるほ温なところ、引义性ガスのある 
ところ 

(感電や火巧の恐れがあります） 


本体に異常な振動が発生した場合は、使 
巧を中止する 

(羽板やガードがはずれて落下し、けがをずる 
恐れがあります） 



電源プラグを巧くときは、電源コードを 
待たずに必ず先端の電源プラグを持って 
引き巧く 

(感電やショートして発火することがありま 

0 

風を長時間、からだにあてない 
(健康を害ずることがあります） 

〇 

，有機溶剤を使巧しているところ、機械加工 
工場など油のイ寸きやすいところでは使わ 
ない， 

(変質、姑損じより落下ずることがあります） 

一す）_ __ ______ 

— 1 

某止 

指でし化い 
必ず巧う 

本体およぴ落下防止ワイヤーの取イ寸けは 
十分強度のあるところを選ぶ 

f を下 ir 上りけがホ寸る巧わがお U 主寸） 


太/か-ぶこたミがこわい 



一 

'' ' 


^品苗；^:巧れがぁります） 


巧りはずし、組立ての瞭は手袋を着巧ザ 
る 

(を用しないとけがをすることがあります） 


壁取が専用のため、天井には取付けない 
(落下によりけがをすることがあります） 


, 巧赃装止 

ガードの中や巧動部へ指などを入れない 

(け力巧する恐れがあります） 

巧源プラグ 
を巧く 

使巧時ながは、電源プラグをコンセントか 
ら巧く 

(けがややけど、絶縁劣化じよる感電•漏電火 
災の原因になります ） j 


取がけ前のお願い 


取イ寸場所は、扇風機の質量 （3.4kg) に十分耐えられる場所を選んでください。 


- ( をい場所 ) - 

，板厚が18調レ: I 上の木キネ壁（忖属の木ネジを使用） 
•コンクリート壁（巿顯のコンクリートビスを使用） 


- ( 悪い場所 ) - 

•うすいベニヤ板、しつ < い壁、モルタル壁 
-力ーテンなど博香物のある場所 
’油やち機溶剤のかかる場所 
•水のかかる場所 


• X ガード-羽根を取付ける前のモータは上向きじなりますが故暗ではありません。 
ガード-お根を取付け後、上下角度調節できます。 


が属部品 


取イ寸用型紙 . 1か 



壁掛金具‘‘ 


1個 


木ネジ . 3本 

C が.5 X 20 mm ) 

f 壁掛金具巧……2本"! 
落下防止ワイヤー巧 

し ……1本 J 


巧下防止ワイヤー 


. 1本 


セツトネジ . 1本 


が 

















颐がけかを 麽定した踏色を準備する） 


团〜回の番号順じスタンド、 

国〜回の番号順にガード-羽根を取付け、 
匯1電源プラグをコンセントに差し込む。 


• A 警告 • 


习习ネ良■力ードをつけずにモータを運転しない 
(けがをする恐れがあります） 


图電源コードの収納 

電ミ原コード出口: 
電源コード I f 

巻付さつ;、,〜 3 

慰； 


コンセントの 
位度に合わせ 
てきき巧け、 
左ちどちらか 
の電源コード 
出口から引き 
出す。 


因スタンドの 
固定 

① 壁掛金具にスタン 
ドを引つ掉ける。 

② セツトネジじ落下 
防止ワイヤーを通 
し.スタンドを固 
定する。 


スタンド 電源コード I 

• X 電源コード卷付部から巧源コードがはみ 
化さないように巻きけけてください 。/ 


—ドの取付け 

-マーク を上にして 
差し込む。 


回後ガード 
の固定 

ナツトを締め 
付ける。 


因お报の取付け 

羽根をモータま由に差し込 
む。 


ピンをみぞに合わせる 



セツトネジ 


落下防止ワイヤー/ 
(本体落下防止巧でず) 






ほいかた 



お手入れと巧管 

〈お手入れ> 

組立てと逆の順序で取りはずし、清掃する。 

•巧れは、出るま湯か中性ミ先剤に浸した柔らかい布をかたくしぼって 
ふき、さらに乾いた柔らかい巧で洗剤が残らないようにふき取る。 

♦モータ表面のほこりは掃除機で吸い取る。 

•壁掛金具の木ネジおよびセットネジのゆるみがないか点検する。 

※可動部か(モータ、首振り機構部など)へのま;‘由の必要はありません。 

J 巧刷〜 

•お手入れに下記の溶剤-洗剤を使用しないでください。 

シンナー、アルコール、ベンジン、ガソリン、巧油、スプレー、アルカリ洗剤、化学ぞうきんの薬剤、クレン 
ザー等けんま巧入りの洗剤（変質.変色の原因になります） 

♦危険防止のため、巧根に貼り付けてある r お根マーク J は巧らないでください。 

•スプレーく掃除巧、殺虫用、整髪用など> をかけないでください。（破損■変質の原因となります） 

•お手入れの際、羽根■ガード等に強い衝撃をちえないでください。（破損する恐れがあります） 


么警告- 


お手入れのおは必ず電源プラグをコ 
ンセントから巧く 

(通電が態では感電やけがをすることが 
ありまず》 


〈保管〉 


スピンナをテープ止め 



羽粗の向きはスピン 
ナ紳め付け測をガー 
ドと合わせる 



包装箱に収納する。 

©モータ部が正面に向くように首振り中むおよひ’水平の 
位置を調節ずる。 

• X 手で調節できないときは、電源を入れ首振り運転を 
させ、正面に向けてください。 
g 湿気の少ないところに保管する。 


ナツトを締め付ける 










を依賴ぞ霉前に 


このような 
症状があれ 
ば点検.しで 
义ださい。 


•引きひもを引いても回弦しない。 

(電源プラグが巧けていませんか？） 

♦遅15中に異常音や振動がある。 
r 巧根にガードが当たっていませんか ？、 
スピンナ■ナツトが確実に締め付けてあり 
しますか？ - 

♦モータ部分が異常に熱い。 

(ほこりがたまつていませんか？） 


点検 ■ 処置を 
しても直らな 
いときは 


電源プラグを巧いて 
販売店に点検-修理を 
依賴してください。 

費用じついては販売店 
とネ目談してください。 


保証と アフターサービス 


ご相談窓口」にご相談ください。 


「=菱電機修理窓口 


L 補修活性能部品の保有期間について I 

•当なはこの S 菱扇風機の補修用性能部品を製造巧切を8年保有しています。補修用性能部品とは、その製品の機 
能を維持するために必要な部品です。 

保証（保証ま）について 

•この商品は、取扱説明書の裏表紙が保証書になっております。保証害は、所定の事項の記入および記載内容をご 
確認いただき大切に保营してください。 

参保証期間は、お買上げ曰から1年間でず。保証害の記載内容によりお買上げの販売店が修理致します。 

その他詳細は、保証害をご覧ください。 

♦保証期間経過をの修理については、販売店にご相談ください。 


化様 


(強風の場合) 


電圧 I 周波数 I 消資電力1最大風速「風量 


首振角度1質ま I コードの長さ 


証書 


〔持达修理〕 

この保証書は、本書記載内容で無料修理を巧うことをお約束するものです。 


0 口__ で 

お買上げ曰 


ご住所〒 


兰菱扇風機( 壁掛扇） 

_ 年月 

お客さま 


お 名 

曰 保証期間 _ 

女販売店住所-店名 


一 K30-WQ(W).(H) 

(お真上げ曰より）1年間 


★印欄に記入のない場合は、無効となりまずので必ず確認くピさい。 

お買上げの日から上記保証期間やに、取扱説明書、本体ラベルその他の;'ま意書きじしたがった正常な使用が態 
で巧障した場合じは、本書記載内容にもとづき、お買上げの販売店が無料修理いたしますので、商品と本保証 
書をご持参ご提示のうえ、お買上げ'の販売店にご依頼ください。 

1. 保証期間内でも次のような場合には、有料となりまず。 

イ.使用上の誤り、または改造や不当な修理によるが階または損傷 
口.お買上げをの落下、引っ越し、輸送等によるが障または損傷 

ハ.义お、地震、風水害、落雷、その他の天災地変ならびに公害や異常電圧その他の外部要因じよる故障また 
は損傷 

二.業務巧としての使用、車兩、船舶への搭載など一般家庭用の•がに使用した場合の巧障まわは損傷 
ホ.本書の提でかない場合 

へ本害にお買上け‘年月日、販売店名の記入のない場合、あるいは、字句を書き換えられた場合 

2 . 本害は日本国内においてのみ有効です。 

3. 本害は再発巧いたしませんので紛失しないように保管してください。 

4. ご猶答品等で本害に記入してあるお買上げ販売店に修理がご依賴できない場をには、取す及說巧害に同まホの 

「兰菱電機修理窓口-ご相談窓口」へご相談ください。 

己.ご不明の場合はお買上げの版売店まとは、取扱説明害に同封の「兰菱電機修理窓口-ご相談窓口」へごす目 
談ください。 



☆長年ご使用の扇風機の点検を！ _ 

r 1 • スイッチを入れても羽根が回拉しない。 

ご使用の餘 • 回おが遅し、または不删。 

このようなことは♦連括中に異を音やお動がする。 

ありませんか。 • こげきいにおいがする。 

参モータ部が異常に熟い。 


な障や事故防止のため.電源 
プラグを巧いて販売店にご連 
絳ください。 

点検、懷埋じ要する費巧は贩 
売店じご相談ください。^ 


お客さま 
メモ 

サービスを巧賴され 
るとき厘利です。 


お買上げ年月曰 

お貫上げ店名 
(住 巧） 
(電話番号） 


この敦をには i 也巧環境保讓の 
—巧として再資厢化ができる 
ように主なプラスチック部品 
じが質をを表示しています。 

f キオ貸るは主材料に ISO 視を I 
I 、の略号を使用 」 


人兰菱電機株式会社 

中津川製作所〒日 08-8666 岐阜県中津川市前場町1番3号 









